
●農地利用最適化推進委員に推薦を受けた者　※法人又は団体の推薦

区域 氏名 性別 年齢 職業 経歴 農業経営の状況 名称 代表者 団体の目的
構成
員数

構成員
の資格

推薦の理由
農業委員への
応募の有無

郡家１ 岸本　政明 男 75 農業
（一財）日本きのこセン
ター退社

近郊で耕作放棄が進
むなかで数少ない健全
農家

稲荷実行組合 岸本健弘
共同作業による農
事の円滑化

25戸
田畑の地権者及び農
業協力参画者

農業全般における伝導的実践
者。他村からも信頼される献身的
な人柄。水利の知見はこの人をお
いてない唯一無二である。

無

中私都 土井　英揮 男 70 農業
退職後、約10年間農業
に従事している

農業に従事する傍ら、
特にシイタケ栽培に力
を注いでいる

別府集落 河上正儀 別府集落の自治 27戸
別府地内に住所を有
する者

農業に関する見識が高く、かつ意
欲的である。また、ここ数年来、当
集落の多面的機能支払交付金事
業の代表として地域農業の環境
保全・管理等に率先して取組んで
いる。

無

安部 西川　敬一 男 70 農業 退職後、農業に従事
水稲、柿を中心に85ｱｰ
ﾙを経営

上日下部集落 西川孝行 集落自治 41戸
上日下部地内に住所
を有する者

本委員に適任である。 無

下私都 井上　ひろみ 女 63 農業

婦人会、まちづくり委員
会の支援員など、地域活
動を行いながら農作業に
従事。

畑作　６ｱｰﾙ
八頭町連合婦
人会

森下佳代子

婦人会活動の推
進と住みよい地域
社会の建設に努
める

８２名 地域に居住する女性
地域活動に積極的に参加し、地
域の状況に精通しており、本委員
に適任である。

無

隼 東口　進一 男 55 自営業
自営業の傍ら、稲作に従
事

水稲　1.8ha 隼福実行組合 東口　光広 集落農業の振興 30戸
隼福地内に住所を有
する農業者

農地利用の最適化について適任
である。

無

郡家２ 横山　茂 男 68 自営 自営業と農業に従事 水稲27.8a 郡家実行組合 井上芳弘
農業経営の活性
化と相互扶助

25人
郡家部落在住の農業
経営をする者

本委員に適任である。 無

船岡 山根　祐一 男 71 農業
船岡農場理事、
現農業委員

水稲6.0ha、ハウス花き
栽培4棟

（農）八頭船岡
農場

鎌谷一也
耕作放棄地の解
消、農地有効活用

554人
組合の地区内に住所
を有する農民

農業に係る学識経験が豊富であ
る。

無

八東 山本　守 男 68 会社員 兼業農家 水稲3.7反
八東地区区長
会

田渕公成
八東地域全体集
落行政統括

18集落 八東地区住民 地区の農業を考えている 無

上私都 西尾　寿秋 男 76 農業
（農）麻生農園理事
上私都地区財産区委員
長

麻生農園設立時より副
代表として作業等に従
事しています。

麻生区長 宮崎　昇
麻生部落の円滑
な運営

31戸 麻生部落居住 本委員に適任である。 無

大御門 坂本　政典 男 73 農業 退職後、農業に従事
水稲　約70ｱｰﾙ
柿　　約30ｱｰﾙ

市谷実行組合 中山教道 集落農業の振興 28人
市谷地内に農地を有
する者

本委員に適任である。 無

丹比2 山田　裕人 男 51 農業
農業に従事
元八頭町農業青年会議
会長

果樹を中心に約211aを
家族で経営

八頭町農業青
年会議

小林　剛

会員が、自信と誇りを
持って自己の経営や
技能の向上を目指し、
地域農業を発展させ
るための活動を実践
すること

11人
町内で農業に従事す
る者

本委員に適任である。 無

大伊 田中　滋樹 男 63
会社
役員

元鳥取いなば農業協同
組合職員
現（農）八頭ふなおか農
場理事

水稲　30a
大江集落実行
組合

林　正晴
農業経営の活性
化

29人
大江集落において農
業経営を行うもの

農業に係る学識経験が豊富であ
る。

無

国中 猪本　正己 男 78 自営業
現農地利用最適化推進
委員

水稲　約60a
野菜　約4a

石田百井区長 大野　正
石田百井集落の
円滑な運営

26人 石田百井居住
農業に関心があり、前向きな考え
で行動され、本委員に適任であ
る。

無

●農地利用最適化推進委員に応募した者

区域 氏名 性別 年齢 職業 経歴 農業経営の状況
農業委員への
応募の有無

丹比１ 保田　公範 男 74 農業
地方公務員退職
現農地利用最適化推進
委員

米作り約50ｱｰﾙ 無

推薦を受けた者 推薦をした者（法人又は団体）

応募の理由

現在もこの委員をやらせていただい
ておりますが、耕作放棄地は増えつ
つあり、耕作できない農家へ寄り
添って農家の困っていることを聞い
て担い手に依頼したりして、耕作放
棄地の発生防止や解消のため全力
で取り組んでいきたい。


